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秋
…
…
殊



に
雨
な
ど
が
漕
々






降
る
と
、
人
は
兎
角





に
陰
気
に
な
つ
て
、
動



も

す
れ
ば
魔
物
臭
い
話
が
出
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
七
偏
人








は
百
物
語
を
催
ほ
し
て

大
愚
大
人
を
脅
か
さ
ん
と
巧
み
、
和
合
人







の
土
場
六
先
生
は
ヅ
ー
フ
ラ
（
註
：

オ
ラ
ン
ダ
渡
来
の
、
ラ
ツ
パ
の
よ
う
な
形
状
を
し
た
呼
筒
。
半
七
捕
物
帳
「
ズ

ウ
フ
ラ
怪
談
」
に
詳
し
い
。
）
を
以
て
和
次
さ
ん
等
を
驚
か
さ
ん
と
企
つ
る
に

至
る
の
だ
。
聞
く
所
に
拠

れ
ば
近
来
も
怪
談
大
流
行
、
到
る
所
に
百
物
語
式
の

会
合
が
あ
る
と
云
ふ
。
で
、
私
も
流
行
を
趁

う
て
、
自
分
が
見
聞
の
怪
談
二
三

を
紹
介
す
る
。
但



し
何



れ
も
実
録
で
あ
る
か
ら
、
芝
居
や
講
釈
の
様
に
物
凄
い

の
は
無
い
。
そ
れ
は
前
以
て
お
断
り
申
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
一

　
明
治
六
七
年
の
頃
、
私





の
家



は
高
輪






か
ら
飯
田
町







に
移
つ
た
。
飯
田
町
の
家

は
大
久
保
何
某






と
い
ふ
旗
本






の
古
屋
敷
で
随
分
広
い
。
移
つ
て
か
ら
二
月






ほ
ど

経
つ
た
或
夜
の
事
、
私
の
母
が
夜
半





に
起
き
て
便
所
に
行
く
。
途
中
は
長
い
廊

下
、
真
闇






の
中



で
何
や
ら
摺
違






つ
た
や
う
な
物
の
気
息





が
す
る
、
之



と
同
時
に

何
と
は
無
し
に
後



へ
引
戻
さ
れ
る
や
う
な
心
地
が
し
た
。
け
れ
ど
も
、
別
に
意

に
も
介

め
ず
、
用
を
済



し
て
寝
床
へ
帰
つ
た
。

　
こ
ゝ
に
住
む
こ
と
約
半
年
、
更



に
同
町
内
の
他
へ
移
転
し
た
。
す
る
と
、
出

入


の
酒
商





が
来
て
、
旧
宅
に
ゐ
る
間
に
何
か
変
つ
た
事
は
無
か
つ
た
か
と
問
ふ
。

い
や
、
何
事
も
無
か
つ
た
と
答
へ
る
と
、
実
は
彼

の
家



は
昔
か
ら
有
名





の
化
物

屋
敷
、
あ
な
た
方
が
住
ん
で
お
在



の
時
に
、
そ
ん
な
事
を
申
上
げ
て
は
却



つ
て

悪
い
と
、
今
日






ま
で
差
控






え
て
居

り
ま
し
た
と
云
ふ
。
併



し
此
方





で
は
何
等
の

不
思
議
を
見
た
事
無
し
、
強



て
心
当
り
を
探
り
出
せ
ば
、
前
に
記



し
た
一
件
の

み
。
こ
れ
で
も
怪
談
の
部
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
二

　
安
政






の
末
年






、
一
人
の
若
武
士








が
品
川
か
ら
高
輪






の
海
端






を
通
る
。
夜
は
四

つ
過
ぎ
、
他



に
人
通
り
は
無
い
。
芝



の
田
町





の
方
か
ら
人
魂






の
や
う
な
火
が
宙





を
迷



う
て
来
る
。
そ
れ
が
漸
次





に
近





く
と
、
女
の
背
に
負



は
れ
た
三
歳





ば
か
り

の
小
供
が
、
竹
の
柄

を
付
け
た
白
張






の
ぶ
ら
提

灯







を
持
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
唯



是


だ
け
の
事
な
ら
ば
別
に
仔
細





無

し
、
こ
ゝ
に
不
思
議
な
る
は
其

の
女
の
顔
で
、

眼
も
鼻
も
無
い
所
謂






の﹅
ツ﹅
ぺ﹅
ら﹅
ぼ﹅
う﹅
。
武
士






も
驚
い
て
、
思
は
ず
刀
に
手
を
掛

け
た
が
、
待
て
暫



し
、
広
い
世
の
中
に
は
病
気
又
は
怪

我

の
為
に
不
思
議
な
顔

を
有

つ
女
が
無
い
と
も
限
ら
ぬ
、
迂
闊





に
手
を
下



す
の
も
短
慮
だ
と
、
少
時





づ﹅

ツ﹅
と
見
て
ゐ
る
中



に
、
女
は
消
ゆ
る
が
如



く
に
行
き
過
ぎ
て
遠
く
残
る
は
提






灯

の
影
ば
か
り
。
是



果


し
て
人
か
怪



か
竟



に
分
ら
ぬ
。
其

の
武
士






と
云
ふ
の

は
私
の
父
で
あ
る
。

　
忠
盛






は
油
坊
主








を
捕
へ
た
。
私
も
引
捕
へ
て
詮
議
す
れ
ば
可

か
つ
た
も
の
を

…
…
と
、
老
後
の
悔



み
話
。

　
　
　
　
　
　
三

　
慶
応






の
初
年






、
私
の
叔

父

は
富
津





の
台
場





を
固
め
て
ゐ
た
、
で
、
或
日





の
事
。

同
僚
吉
田
何
某






と
共
に
近
所
へ
酒
を
飲
み
に
行
つ
た
帰

途







、
冬
の
日
も
暮
れ

か
ゝ
る
田
甫
路







を
ぶ﹅
ら﹅
〳
〵
来
る
と
、
吉
田
は
何

故

か
知
ら
ず
、
動



も
す
れ
ば

田

の
方
へ
踉

蹌

け
て
行
く
。
勿
論
幾
分
か
酔
つ
て
は
ゐ
る
が
、
足
下






の
危
い
程

で
も
無
い
に
兎
角





に
左
の
方
へ
と
行
き
た
が
る
。
お
い
、
田
へ
落
ち
る
ぞ
、
確



3



乎


し
ろ
と
、
叔
父
は
幾



た
び
か
注
意
し
て
も
、
本
人
は
夢
の
様
、
無
意
識
に
田

の
中



へ
行
か
う
と
す
る
。

　
其
中






に
、
叔
父
が
不

図

見
る
と
、
田
を
隔



て
た
る
左
手





の
丘
に
一
匹
の
狐
が

ゐ
て
、
宛





ら
招



く
が
如
く
に
手
を
挙

げ
て
ゐ
る
。
こ
ん
畜
生
！
　
武
士






を
化



さ

う
な
ど
ゝ
は
怪

し
か
ら
ぬ
と
、
叔
父
も
酒
の
勢
ひ
、
腰
な
る
刀
を
ひ﹅
ら﹅
り﹅
と
抜

く
。
こ
れ
を
見
て
狐
は
逃
げ
た
。
吉
田
は
眼
を
摩



り
な
が
ら
「
あ
ゝ
、
睡



か
つ

た
…
…
。
」
そ
れ
か
ら
後



は
何
事
も
無
い
。

　
動
物
電
気
に
依



て
一
種
の
ヒ
プ
ノ
ヂ
ズ
ム
式
作
用
を
起
す
も
の
と
見
え
る
。

狐
が
人
を
化
す
と
云
ふ
の
も
嘘
で
は
無
い
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
四

　
鼬





の
立
つ
の
は
珍
し
く
は
な
い
が
私
は
猫
の
立
つ
て
歩
く
の
を
見
た
。

　
時
は
明
治
三
十
一
年
の
八
月
十
二
日
、
夜
の
一
時
頃
で
あ
ら
う
。
私
は
寝
苦

し
い
の
で
蚊

帳

を
出
た
。
庭
を
一
巡
し
て
扨



そ
れ
か
ら
表
へ
出
や
う
と
、
何
心

な
く
門
を
明
け
る
と
、
門
か
ら
往
来
へ
出
る
路

次

の
真
中






に
何
物
か
立
つ
て
ゐ

る
。
月
は
明
る
い
。
其



う
し
ろ
姿
は
正



し
く
猫
、
加

之

も
表
通
り
の
焼
芋
商







に

飼
つ
て
あ
る
雉
子
猫









だ
。
彼
奴





、
ど
う
す
る
か
と
息
を
潜



め
て
窺





つ
て
ゐ
る
と
、

彼


は
長
き
尾
を
地
に
曳

き
二
本
の
後
脚






を
以



て
矗
然





と
立
つ
た
ま
ゝ
、
宛





ら
人

の
や
う
に
歩
ん
で
行
く
、
足
下






は
中
々






確




だ
。

　
は
て
、
不
思
議
と
見
て
ゐ
る
中



に
、
彼
は
既



に
二
間



ば
か
り
も
歩
き
出
し
た
。

私
は
一
種
の
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
、
背
後





か
ら
其
後






を
尾

け
や
う
と
、
跫
音






を

偸


ん
で
一
歩
蹈

み
出
す
や
否
や
、
彼
は
忽





ち
顧





つ
た
。
と
思
ふ
と
、
平
常






の
四



脚


に
復



つ
て
飛
鳥






の
如



く
に
往
来
へ
逃
げ
去
つ
た
。
私
も
続
い
て
逐

う
た
が
、

も
う
影
も
見
せ
ぬ
。

　
翌
日
、
焼
芋
屋
の
店
を
窺





ふ
と
彼
は
例
の
如
く
竈
前






に
遊
ん
で
ゐ
る
。
併



し

昨
夜
の
事
を
迂
闊






饒
舌





つ
て
、
家
内
の
者
を
閙





す
の
も
悪
い
と
思
つ
た
か
ら
、

私
は
何
に
も
言
は
な
か
つ
た
。
が
、
其
後
も
絶
え
ず
彼
の
挙
動
に
注
目
し
て
ゐ

る
と
、
翌
月
の
末
頃
か
ら
彼
は
姿
を
現
は
さ
ぬ
。
同
家
に
就



て
訊
け
ば
、
猫
は

二
三
日
前
か
ら
行
方
不
明
と
な
つ
た
と
云
ふ
。

　
動
物
学
上
か
ら
云
へ
ば
、
猫
の
立
つ
て
歩
く
の
も
或





は
当
然
の
事
か
も
知
れ

ぬ
。
併



し
我
々
俗
人
は
之



を
も
不
思
議
の
一
つ
に
数



へ
る
の
が
慣
例





だ
。

　
　
　
　
　
　
五

　
明
治
廿

三








年
の
二
月
、
父
と
共
に
信
州
軽
井
沢
に
宿



る
。
昨
日
か
ら
降
積





む
雪
で
外
へ
は
出
ら
れ
ぬ
。
日
の
暮
れ
る
頃
に
猟
夫






が
来
て
、
鹿
の
肉
を
買
つ

て
呉

れ
と
云
ふ
。
退
屈
の
折
柄






、
彼
を
炉
辺





に
呼
び
入
れ
て
、
種
々






の
話
を
す

る
。

　
木
曾
路
の
山
へ
分
け
入
る
と
、
折
々
に
不
思
議
を
見
る
。
猟
夫
仲
間
で
は
之



を
え﹅
て﹅
も﹅
の﹅
と
云
ふ
。
現
に
此

の
猟
夫
も
七
八
年
前



二
三
人
の
同
業
者
と
連
れ

立
つ
て
、
木
曾
の
山
奥
へ
猟





に
行
つ
た
。
斯



る
深
山
へ
登
る
時
に
は
、
四
五
日



分


の
米
の
他
に
鍋



釜


を
も
携





へ
て
行
く
の
が
慣
例





。

　
登
山
し
て
か
ら
三
日
目
の
夕
刻
、
一
同
は
唯

あ
る
大
樹






の
下
に
屯





し
て
夕
飯






を
焚

く
。
で
、
も
う
好

い
頃
と
一
人
が
釜
の
蓋



を
明
け
る
と
、
濛
々






と
※



る
湯

気

の
白
き
中



か
ら
、
真
蒼






な
人
間
の
首
が
ぬ﹅
ツ﹅
と
出
た
。
あ﹅
ツ﹅
と
驚
い
て
再
び

蓋
を
す
る
と
、
其
中






で
物
馴





れ
た
一
人
が
「
え﹅
て﹅
も﹅
の﹅
だ
、
鉄
砲
を
撃
て
。
」

と
云
ふ
。
一
同
直



に
鉄
砲
を
把

つ
て
、
何

処

を
的



と
も
無

し
に
二
三
発



。
そ
れ

か
ら
更



に
釜
の
蓋
を
明
け
る
と
今
度
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。

　
え﹅
て﹅
も﹅
の﹅
の
正
体
は
何



だ
か
知
ら
ぬ
が
、
処
々






に
斯

う
い
ふ
悪
戯






を
す
る
と
、
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猟
夫
の
話
。

　
　
　
　
　
　
六

　
日
露
戦
争
の
際
、
私
は
東
京
日
々











新
聞
社
か
ら
通
信
員
と
し
て
戦
地
へ
派

遣
さ
れ
た
。
三
十
七
年
の
九
月
、
遼

陽







よ
り
北
一
里

半


の
大
紙
房







と
い
ふ
村

に
宿



つ
て
、
滞
留
約
半
月






。
其

間







に
村
人
の
話
を
聞
く
と
、
大
紙
房
と
小
紙

房
と
の
村

境







に
一
間
の
空
家





が
あ
つ
て
十
数
年
来
誰



も
住
ま
ぬ
。
そ
れ
は

『
鬼

』
が
祟





を
作

す
為
だ
と
云
ふ
。

　
支
那
の
怪
物






…
…
…
私
は
例
の
好
奇
心
に
促
さ
れ
て
、
一
夜
を
彼

の
空
屋
に

送
る
べ
く
決
心
し
た
。
で
、
更



に
委



し
く
其

の
『
鬼

』
の
有
様
を
質



す
と
、
曰



く
、
半
夜
に
凄
風






颯


と
し
て
至
る
。
大
鬼





は
衣
冠





に
し
て
騎
馬
、
小
鬼






数
十
何



れ
も
剣
戟






を
携





へ
て
従
ふ
。
屋



に
進
ん
で
大
鬼
先

づ
瞋



つ
て
呼
ぶ
、
小
鬼
そ
れ

に
応
じ
て
口
よ
り
火
を
噴
き
、
光
※






屋


を
照



す
と
。

　
何
の
事
だ
。
宛



で
子

不

語

が
今
古
奇
観








に
で
も
有

り
さ
う
な
怪
談
だ
。
余
り

馬
鹿
々
々
し
い
の
で
、
探
険
の
勇
気
も
頓



に
失

せ
た
。

　
　
　
　
　
　
七

　
こ
れ
は
最
近
の
話
。
今
年
の
五
月
、
菊
五
郎
一
座
が
水

戸

へ
乗
込
ん
だ
時



。

一
座
の
鼻
升






、
菊
太
郎
、
市
勝






等

五
名
は
下
市






の
某
旅
店








（
名
は
憚





つ
て
記



さ

ぬ
）
に
泊
つ
て
、
下
座
敷







の
六
畳
の
間

に
陣
取
る
。
で
、
第
一
日
の
夜
、
市
勝

が
俯
向





い
て
手
紙
を
書
い
て
ゐ
る
と
、
鼻
の
頭



の
障
子






が
自
然
に
す﹅
う﹅
と
明
い

た
。
之



を
序
開






き
と
し
て
種
々






の
不
思
議
が
あ
る
。
段
々






詮
議
す
る
と
、
こ
れ

は
此
家





に
年
古
く
住
む
鼬





の
仕
業





だ
と
云
ふ
。

　
併



し
人
間
に
対
し
て
害
は
加
へ
ぬ
と
分
つ
た
の
で
、
一
同
も
先

づ
安
心
。
其

後


は
芝
居
か
ら
帰
る
と
、
毎
夜
彼

の
鼬
を
対
手





に
し
て
遊
ぶ
。
就

中







面
白
い

の
は
、
例
の
狐
狗
狸
式











に
物
を
当
て
さ
せ
る
事
で
、
例
へ
ば
此
室






に
女
が
居

る

か
と
問
ひ
、
居
な
い
時
に
は
彼



が
廊
下
を
と﹅
ん﹅
と
一
つ
打
つ
。
居
る
時
に
は
と﹅

ん﹅
〳
〵
と
二
つ
打
つ
と
云
ふ
類





だ
。

　
或
時






、
此
室






に
手
拭






が
幾
筋






掛
け
て
あ
る
か
と
問
へ
ば
、
彼
は
廊
下
を
四
つ

打
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
手
拭
は
三
筋
よ
り
無
い
。
更



に
聞
直
し
て
も
矢
は
り
四

つ
だ
と
答
へ
る
。
で
、
念
の
為
に
手
拭
を
検





め
る
と
、
三
筋
と
思
つ
た
の
は
此

方


の
過
失






で
、
一
つ
の
釘



に
二
筋
の
手
拭
が
重
ね
て
掛
け
て
有

つ
て
、
都
合





四

筋
と
い
ふ
の
が
成



ほ
ど
本
当
だ
。
是



に
は
何



れ
も
敬
服
し
た
と
云
ふ
。
が
、
彼



は
果



し
て
鼬





か
狸





か
、
或





は
人
の
悪
戯






か
と
種
々






に
穿
索






し
た
が
、
遂



に
其
正

体
を
見
出
し
得
な
か
つ
た
。
宿



の
者
は
飽



ま
で
も
鼬
と
信
じ
て
ゐ
る
ら
し
い
と

の
事
。
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